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日
本
の
紙
・パ
ル
プ
産
業

世
界
的
な
工
業
国
日
本
の
国
土
に
は
随
所

に
工
業
都
市
が
点
在
し
、
各
地
に
て
特
徴
的

な
テ
ク
ノ
ス
ケ
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

近
年
は
工
場
見
学
や
工
場
夜
景
の
探
勝
を
目

的
と
し
た
ツ
ア
ー
が
自
治
体
や
商
工
会
議
所

の
主
催
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
テ
ク
ノ
ス
ケ

ー
プ
は
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。
迫
力
の
あ
る
近
未
来
的
景
観
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
自
然
条
件
や
人

文
地
理
的
条
件
が
育
ん
だ
生
業
の
形
づ
く
る

「
文
化
的
景
観
」
と
し
て
の
価
値
づ
け
に
つ

い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
議
論
が
展
開
さ
れ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。

工
業
に
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
こ

と
は
言
を
俟
た
な
い
。
業
種
に
よ
っ
て
テ
ク

ノ
ス
ケ
ー
プ
の
様
態
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
立

地
条
件
や
工
業
都
市
の
性
格
ま
で
も
が
異
な

っ
て
い
る
。
筆
者
は
近
年
、
石
灰
・
セ
メ
ン

ト
の
工
業
都
市
（
砿
都
）
な
ど
各
工
業
そ
れ

ぞ
れ
に
特
有
の
産
業
風
景
や
都
市
の
成
り
立

ち
に
関
心
を
も
ち
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
近
現
代
の
紙
・
パ
ル
プ
産
業
に
注

目
し
た
い
。「
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
と

も
呼
ば
れ
て
き
た
紙
の
生
産
・
消
費
の
歴
史

に
は
、
ま
さ
に
日
本
が
歩
ん
で
き
た
経
済
・

文
化
史
が
直
接
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

世
、
そ
し
て
明
治
の
産
業
革
命
や
高
度
経
済

成
長
時
代
に
至
る
ま
で
製
法
は
進
化
し
続

け
、
そ
れ
と
と
も
に
楮
・
三
椏
な
ど
低
木
繊

維
、
ぼ
ろ
や
藁
、
そ
し
て
木
材
や
古
紙
へ
と

そ
の
原
料
も
変
遷
す
る
が
、「
植
物
繊
維
を

水
の
中
に
分
散
さ
せ
、
水
を
濾
し
、
薄
く
平

ら
に
絡
み
合
わ
せ
る
」
と
い
う
製
紙
の
基
本

原
理
は
不
変
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
産
業

は
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
い

て
い
る
の
で
あ
る
。

パ
ル
プ
工
場

明
治
以
降
、
手
漉
き
和
紙
は
原
料
確
保
の

困
難
さ
や
新
た
に
導
入
さ
れ
た
活
版
印
刷
に

不
適
で
あ
る
点
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
次
第
に

衰
退
す
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
急
速
に
普
及

し
て
い
く
の
が
、
機
械
を
導
入
し
た
近
代
洋

も
過
言
で
は
な
い
。
紀

元
前
二
世
紀
に
中
国
で

産
声
を
上
げ
た
紙
漉
き

の
技
法
は
一
説
で
は
七

世
紀
初
め
の
推
古
時
代

に
日
本
へ
と
伝
わ
り
、

二
〇
一
四
年
に
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
手
漉
き
和

紙
の
生
産
へ
と
至
る
。

そ
の
後
中
世
か
ら
近

紙
生
産
で
あ
る
。
一
八
七
二
年
に
は
旧
広
島

藩
主
・
浅
野
長
勲
（
一
八
四
二
―
一
九
三
七
）

に
よ
る
「
有
恒
社
」、
翌
一
八
七
三
年
に
は

渋
沢
栄
一
に
よ
る
「
抄
紙
会
社
」（
後
の
王

子
製
紙
）
が
そ
れ
ぞ
れ
東
京
に
設
立
さ
れ
、

さ
ら
に
一
八
八
九
年
に
は
後
者
を
前
身
と
す

る
「
製
紙
会
社
」、
翌
年
に
は
「
富
士
製
紙
」

が
そ
れ
ぞ
れ
静
岡
県
で
パ
ル
プ
製
造
を
開
始

す
る
。
こ
こ
に
日
本
は
近
代
製
紙
時
代
の
幕

開
け
を
迎
え
る
の
だ
。

一
九
〇
〇
年
代
末
に
は
国
産
の
針
葉
樹
を

主
原
料
と
す
る
パ
ル
プ
を
使
用
し
た
紙
の
製

造
技
術
が
確
立
す
る
が
、
そ
こ
で
は
大
量
の

水
と
と
も
に
原
料
と
な
る
木
材
の
調
達
が
必

須
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
パ
ル
プ
工
場
は
静

岡
県
や
北
海
道
、
樺
太
な
ど
、
森
林
資
源
の

豊
か
な
地
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
さ

紙・パルプ産業のテクノスケープ
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ら
に
戦
後
は
広
葉
樹
も
原
料
に
で
き
る
Ｋ
Ｐ

（
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
）
法
が
開
発
さ
れ
立
地

の
幅
が
広
が
っ
た
の
に
加
え
、
円
高
が
進
ん

だ
一
九
八
〇
年
代
に
は
外
材
や
廃
材
チ
ッ
プ

が
新
た
な
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
、
燃
料
と

と
も
に
専
用
船
に
よ
っ
て
大
量
輸
送
さ
れ

た
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
資
源
立

地
型
で
あ
っ
た
紙
・
パ
ル
プ
産
業
は
次
第
に

臨
海
型
へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ

ら
に
一
九
五
八
年
に
は
古
紙
を
主
原
料
と
す

る
本
州
製
紙
社
富
士
工
場
が
操
業
を
開
始

し
、
現
在
は
全
製
紙
原
料
の
六
割
強
を
古
紙

が
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
工
場
は
原
料
と

な
る
古
紙
の
物
流
に
有
利
な
消
費
地
の
近
く

に
立
地
し
て
い
く
。

さ
ら
に
パ
ル
プ
工
業
の
も
う
一
つ
の
特
徴

に
、
自
家
発
電
が
あ
る
。
前
述
の
Ｋ
Ｐ
の
製

造
工
程
で
は
副
次
的
に
「
黒
液
」
と
呼
ば
れ

る
バ
イ
オ
マ
ス
の
蒸
解
廃
液
が
生
成
さ
れ
る

が
、
こ
れ
を
濃
縮
・
燃
焼
さ
せ
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
に
て
発
電
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。
実

際
、
紙
・
パ
ル
プ
産
業
に
お
け
る
消
費
電
力

の
五
割
弱
を
既
に
賄
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
黒
液
に
よ
る
自
家
発
電
の
重
要
性
が
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。

各
地
に
点
在
す
る

紙
・パ
ル
プ
の
工
業
都
市

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
踏
ま
え
、
現
在
日
本

の
国
土
に
点
在
す
る
「
紙
・
パ
ル
プ
の
工
業

都
市
」
を
、
そ
の
テ
ク
ノ
ス
ケ
ー
プ
と
と
も

に
概
観
し
て
み
た
い
。

（
１
）
静
岡
県
富
士
市

富
士
市
に
お
い
て
は
富
士
山
麓
に
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
が
豊
か
に
生
育
す
る
と
と
も
に
、
江

戸
時
代
よ
り
和
紙
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
近
代
以
降
は
一
八
八
九
年
の
東
海
道
線

開
通
と
と
も
に
潤
井
川
に
よ
る
水
利
の
便
も

整
い
、
富
士
製
紙
工
場
（
一
八
九
〇
年
）
を

皮
切
り
に
数
多
く
の
製
紙
工
場
が
立
地
し
て

い
く
。
一
九
四
九
年
に
は
岳
南
鉄
道
が
開
通

し
、
二
〇
一
二
年
ま
で
原
材
料
や
製
品
の
貨

物
輸
送
を
担
っ
て
い
た
。

意
外
に
も
、
近
年
ま
で
テ
ク
ノ
ス
ケ
ー
プ

に
対
す
る
地
元
の
評
価
は
き
わ
め
て
冷
や
や

か
だ
っ
た
よ
う
だ
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、

製
紙
工
場
の
煙
突
が
都
市
景
観
を
大
き
く
損

な
う
と
し
て
、
市
長
の
意
向
で
そ
の
表
面
に

描
画
す
る
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
た
ほ
か
、

不
要
な
煙
突
を
県
と
市
の
補
助
金
で
撤
去
す

る
「
煙
突
ゼ
ロ
作
戦
」（
二
〇
〇
二
―
七
）

な
ど
、
煙
突
景
観
の
消
去
・
緩
和
を
意
図
し

た
事
業
が
続
く
。

一
方
で
二
〇
〇
二
年
に
は
富
士
市
に
よ
る

「
富
士
山
百
景
」
の
一
つ
に
「
工
場
か
ら
の

煤
煙
に
か
す
む
富
士
山
」
が
選
定
さ
れ
る
な

ど
、積
極
的
な
視
座
も
次
第
に
現
れ
始
め
る
。

さ
ら
に
二
〇
一
一
年
に
は
静
岡
県
と
日
本
観

光
協
会
に
よ
っ
て
「
産
業
観
光
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
in
し
ず
お
か
」
が
開
催
さ
れ
、
工
場
見

学
と
と
も
に
岳
南
鉄
道
に
よ
る
工
場
夜
景
観

賞
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
沿
線
の
工

場
夜
景
写
真
展
の
開
催
（
二
〇
一
三
年
）、

工
場
夜
景
観
光
Ｐ
Ｒ
を
担
う
「
富
士
山
・
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
」の
新
設（
二

〇
一
四
年
）、
商
工
会
議
所
に
よ
る
工
場
夜

景
ツ
ア
ー
の
実
施
、
市
に
よ
る
工
場
夜
景
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
な
ど
多
彩

な
観
光
事
業
が
次
々
と
展
開
し
て
い
る
。
富

士
市
商
工
会
議
所
が
発
行
し
た
「
富
士
工
場

夜
景
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
に
は
、
市
街
地
に
近
い
新
幹

線
通
り
（
日
本
製
紙
社
）
や
横
割
地
区
（
大

興
製
紙
社
）
な
ど
、
立
地
す
る
紙
・
パ
ル
プ

産
業
の
景
観
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
〈
写

真
１
〉。
岳
南
鉄
道
は
現
在
も
工
場
夜
景
観

賞
に
最
適
な
視
点
場
と
し
て
ツ
ア
ー
に
お
い

て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
〈
写
真
２
〉。

（
２
）
鳥
取
県
日
吉
津
村

鳥
取
県
西
部
の
中
心
都
市
米
子
市
に
三
方

を
囲
ま
れ
る
日
吉
津
村
は
、
県
内
最
小
の
面

積
な
る
も
自
主
財
源
が
豊
か
な
〝
独
立
村
〞

で
あ
る
。
村
税
収
の
約
八
割
を
納
め
そ
の
経

済
基
盤
を
支
え
て
い
る
の
は
、村
の
南
西
端
、

大
山
を
水
源
と
す
る
日
野
川
沿
い
に
立
地
す

る
王
子
製
紙
社
米
子
工
場
だ
。
河
川
伏
流
水

と
豊
富
な
木
材
資
源
を
背
景
に
、
田
畑
の
埋

立
や
学
校
の
移
転
な
ど
を
伴
い
な
が
ら
も
積

極
的
な
パ
ル
プ
工
業
誘
致
が
行
わ
れ
、
一
九

五
一
年
に
日
本
パ
ル
プ
工
業
社
（
現
王
子
製

紙
社
）
米
子
工
場
が
竣
工
す
る
。
翌
年
操
業

を
開
始
し
、
現
在
は
約
二
〇
㎞
北
西
の
境
港

か
ら
木
材
チ
ッ
プ
を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
し
原
料

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

現
時
点
で
組
織
的
な
産
業
観
光
事
業
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
坦
な
地
形
に
突
出

す
る
大
型
ボ
イ
ラ
ー
の
姿
は
地
域
の
代
表
的
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な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
お
り
、
日
吉
津

村
誌
下
巻
（
一
九
八
六
）
に
お
い
て
も
「
偉

観
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
特
筆
す

べ
き
は
、
工
場
西
の
米
子
市
車
尾
か
ら
日
野

川
越
し
に
眺
め
る
大
山
の
景
観
で
あ
る
〈
写

真
３
上
〉。「
米
子
工
場
歌
」
に
も
表
現
さ
れ

て
い
る
テ
ク
ノ
ス
ケ
ー
プ
と
大
山
の
雄
姿
が

織
り
な
す
こ
の
絶
妙
な
取
合
せ
は
富
士
市
の

そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
名
峰
の
森
林
資
源

と
そ
こ
か
ら
流
れ
下
る
河
川
水
源
を
元
と
し

た
紙
・
パ
ル
プ
工
業
都
市
で
あ
る
点
で
も
両

都
市
は
共
通
し
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ス
ケ
ー
プ

観
光
に
お
け
る
富
士
市
の
成
功
例
は
日
吉
津

村
に
お
い
て
も
今
後
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

（
３
）
愛
媛
県
四
国
中
央
市

川
之
江
・
伊
予
三
島
を
含
む
四
国
中
央
市

に
お
け
る
製
紙
業
は
近
世
の
手
漉
き
和
紙
に

端
を
発
し
、
四
国
山
地
の
豊
富
な
木
材
と
銅

山
川
か
ら
得
ら
れ
る
良
質
な
工
業
用
水
を
背

景
と
し
て
、
近
代
以
降
大
王
製
紙
社
を
中
心

に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
ま
た
、
同

社
の
煙
突
（
二
〇
七
ｍ
）
は
一
九
八
〇
年
代

よ
り
八
角
形
断
面
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
な
ど

景
観
上
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一

九
九
一
年
に
は
一
〇
本
の
煙
突
機
能
を
集
約

し
た
高
層
集
合
煙
突
（
一
八
〇
ｍ
：
愛
称
コ

ス
モ
ス
タ
ワ
ー
）
が
排
煙
・
悪
臭
の
軽
減
と

景
観
の
改
善
を
目
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

臨
海
部
の
妻
鳥
町
、
村
松
町
に
は
運
河
越

し
に
コ
ス
モ
ス
タ
ワ
ー
を
含
む
紙
・
パ
ル
プ

工
場
の
姿
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

市
街
地
南
部
に
位
置
す
る
具
定
展
望
台
か
ら

は
、
瀬
戸
内
海
を
背
景
に
紙
・
パ
ル
プ
製
造

り
」
で
は
、
水
と
三
椏
の
「
紙
神
社
」
へ
の

奉
納
や
関
連
す
る
神
事
の
実
施
、
紙
製
の
ド

レ
ス
製
作
や
紙
の
造
形
物
パ
レ
ー
ド
な
ど
が

行
わ
れ
、「
紙
の
街
」
が
継
続
し
て
ア
ピ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
。
紙
づ
く
り
の
育
む
文
化
は

市
民
に
も
既
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
が
、〈
写

真
４
〉
よ
う
な
テ
ク
ノ
ス
ケ
ー
プ
も
同
様
の

文
化
的
要
素
の
一
つ
に
組
み
込
む
こ
と
が
今

後
検
討
さ
れ
て
良
い
だ
ろ
う
。

（
４
）
宮
崎
県
日
南
市

日
南
市
吾
田
地
区
に
位
置
す
る
王
子
製
紙

日
南
工
場
は
一
九
三
七
年
に
操
業
を
開
始
し

た
日
本
パ
ル
プ
社
飫
肥
工
場
を
前
身
と
し
、

約
二
・
五
㎞
南
東
に
整
備
さ
れ
た
油
津
港
を

プ
ラ
ン
ト
群
を
俯
瞰
す

る
こ
と
が
で
き
る
〈
写

真
４
右
下
〉。
特
に
そ

の
夜
景
は
地
元
で
も
人

気
を
博
し
て
お
り
、
現

地
に
お
い
て
も
そ
の
姿

が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
て

い
る
。

一
九
八
七
年
に
は
市

立
紙
の
ま
ち
資
料
館
が

開
館
し
地
場
産
業
と
し

て
の
紙
・
パ
ル
プ
産
業
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
ほ
か
、
一

九
九
八
年
に
は
愛
媛
県
新

観
光
振
興
計
画
が
策
定
さ

れ
、
紙
・
パ
ル
プ
の
産
業

観
光
推
進
に
着
手
し
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
川

之
江
市
観
光
協
会
に
よ
る

産
業
観
光
コ
ー
ス
の
設
定

や
産
業
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
刊
行
、
二
〇
一
一
年

か
ら
は
前
述
の
具
定
山
か

ら
の
製
紙
工
場
パ
ノ
ラ
マ

を
市
が
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

始
め
、
企
業
も
絵
は
が
き

を
発
行
し
た
の
に
加
え
、

工
場
夜
景
ツ
ア
ー
な
ど
も

企
画
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
一
九
七
八
年
よ

り
川
之
江
青
年
会
議
所
が

実
施
し
て
い
る
「
紙
ま
つ
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物
流
拠
点
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
〈
写

真
５
〉。
昭
和
三
〇
年
頃
の
煙
突
風
景
は「
経

済
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
」
で
あ
り
、
ま

る
で
観
光
地
の
よ
う
に
連
日
数
多
く
の
見
学

者
が
訪
れ
、
周
辺
地
域
は
活
気
に
溢
れ
て
い

た
と
い
う
。

当
地
で
は
紙
・
パ
ル
プ
企
業
と
地
元
と
の

つ
な
が
り
も
強
い
。
一
九
七
三
年
の
第
一
次

石
油
危
機
の
下
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
テ

ス
ト
用
紙
に
も
不
自
由
す
る
ほ
ど
の
紙
不
足

に
陥
る
が
、
そ
の
翌
年
、
企
業
（
当
時
の
日

本
パ
ル
プ
社
日
南
工
場
）
は
紙
を
学
校
に
寄

贈
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
社
は
一
九
七
六
年

以
来
現
在
に
至
る
ま
で
市
内
の
新
入
学
児
童

に
地
元
産
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
毎
年
贈
呈

し
て
い
る
。
ま
さ
に
当
地
の
地
域
生
活
に
密

着
し
た
産
業
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
５
）
茨
城
県
高
萩
市

高
萩
市
で
は
花
貫
川
の
豊
か
な
水
資
源
と

広
葉
樹
資
源
を
背
景
と
し
て
、
一
九
五
四
年

に
日
本
加
工
製
紙
高
萩
工
場
が
創
業
す
る
。

一
時
は
市
民
の
一
〇
人
に
一
人
が
同
社
関
連

産
業
に
従
事
し
て
い
た
と
言
う
か
ら
、
ま
さ

に
当
市
は
紙
・
パ
ル
プ
産
業
の
代
表
的
な
企

業
城
下
町
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
煙

突
の
煙
が
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
ほ
か
、
高
萩
駅
前
に
は
一
九
六
四
年

に
「
希
望
の
鐘
」（
一
九
九
九
年
撤
去
）
が

同
社
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
、
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
書
籍
向
け
洋
紙

な
ど
の
販
売
不
振
な
ど
が
響
き
、
二
〇
〇
二

年
に
経
営
破
綻
し
て
し
ま
う
。

だ
が
、
そ
の
後
こ
の
廃
工
場
に
は
新
し
い

生
命
が
吹
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
敷
地
が
映
画

や
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
撮
影
地
と
し
て
活
用
さ
れ

た
の
だ
。
映
画
「
進
撃
の
巨
人
」（
東
宝
映

画
制
作
：
二
〇
一
五
年
）
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
作

も
生
む
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大

震
災
で
は
煙
突
の
一
部
が
崩
壊
す
る
な
ど
損

傷
も
大
き
く
、
残
念
な
が
ら
二
〇
一
六
年
よ

る
だ
ろ
う
〈
写
真
６
〉。

お
わ
り
に

本
稿
で
概
観
し
た
紙
・
パ
ル
プ
工
業
都
市

に
は
テ
ク
ノ
ス
ケ
ー
プ
と
と
も
に
育
ま
れ
た

個
性
的
な
都
市
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
。
ま

た
、
例
え
ば
林
業
や
石
灰
石
鉱
業
な
ど
、

紙
・
パ
ル
プ
の
関
連
産
業
、
あ
る
い
は
鉄
道

専
用
線
な
ど
そ
の
物
流
施
設
の
形
成
す
る
景

観
の
中
に
も
文
化
的
価
値
を
見
出
し
得
る
も

の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
都
市
は
苫

小
牧
や
高
岡
な
ど
国
内
各
地
に
ま
だ
数
多
く

存
在
し
て
お
り
、
現
在
筆
者
は
そ
の
調
査
研

究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
研
究
が

ま
と
ま
り
次
第
、
改
め
て
ご
報
告
し
た
い
と

思
う
。
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